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別紙資料-2

１．対象河川一覧比較表

２．対象河川の流域の特徴

３．参考資料：河口部の形状比較、縦断形状比較

第５回 宮崎県河川整備学識者懇談会
＝対象河川における流域の特徴＝

別紙資料の記載について

〇〇〇：懇談会の指摘を踏まえ修正した箇所

開催日 ：平成27年3月23日 13:30～16:00

開催場所：宮崎県企業局庁舎1階 県電ホール



項目
熊野江
川

沖田川 鳴子川
五十鈴
川

塩見川 赤岩川
新別府
川

清武川
加江田
川

伊比井
川

宮浦川 風田川 細田川 福島川

流域面積
[km2] 11.4 40.30 15.7 209.4 41.4 12.5 28.4 166.4 53.8 14.0 9.7 6.7 78.7 179.8

幹線流路
延長[km] 5.8 13..3 7.3 48.0 12.3 6.6 10.0 28.8 17.5 7.5 5.8 2.7 16.0 28.0

計画高水
[m3/s] 150 220 290 360 180 480 2,000 600 190 150 120 800 1,000

気候 南海型気候区 気象観測所データに基づく(気象庁)

源流標高
[T.P.m] 614 300 428 1,101 300～

400
300～
400 120 1,118 738 738 500 300 783 692

地形

山間地
↓

谷底平野

↓

河口

山間地
↓

谷底平野
↓

沖積平野
↓
河口

山間地
↓

谷底平野
↓

沖積平野
↓
河口

山間地
↓

谷底平野
↓

沖積平野
↓
河口

山間地
↓

谷底平野
↓

沖積平野
↓
河口

山間地
↓

谷底平野
↓

沖積平野
↓
河口

丘陵地

↓

沖積平野
↓
河口

山間地
↓

谷底平野
↓

沖積平野
↓
河口

山間地
↓

谷底平野
↓

沖積平野
↓
河口

山間地
↓

谷底平野

↓

河口

山間地
↓

谷底平野

↓

河口

山間地
↓

谷底平野

沖積平ｎ野
↓
河口

山間地
↓

谷底平野
↓

沖積平野
↓
河口

山間地
↓

谷底平野
↓

沖積平野
↓
河口

地質
中生代
堆積岩

古第三紀
堆積岩

古第三紀
堆積岩

古第三紀
堆積岩

新第三紀
火成岩

新第三紀
火成岩

第四紀
堆積層

古第三紀
堆積岩

新第三紀
堆積岩

新第三紀
堆積岩

新第三紀
堆積岩

新第三紀
堆積岩

古第三紀
堆積岩

古第三紀
堆積岩

主な
土地利用

山林
農地

山林
農地
市街地

山林
農地
市街地

山林
農地
市街地

山林
農地
市街地

山林
農地
市街地

農地
市街地

山林
農地
市街地

山林
農地

山林 山林 山林
農地

山林
農地

山林
農地
市街地

流域・河川
の特徴

谷底平
野が河
口まで
連続。

山林が
河口ま
で連続。

広い沖
積平野
を持つ。

市街地
形成。

河口部
に一部
沖積平
野をも
つ。

市街地
形成。

広い沖
積平野
を持つ。

農地・市
街地形
成。

広い沖
積平野
を持つ。

市街地
形成。

広い沖
積平野
を持つ。

市街地
形成。

広い沖
積平野
を持つ。

市街地
形成。

広い沖
積平野
を持つ。

農地・市
街地形
成。

広い沖
積平野
を持つ。

山林が
河口ま
で連続。

谷底平
野が河
口まで
連続。

山林が
河口ま
で連続。

谷底平
野が河
口まで
連続。

山林が
河口ま
で連続。

河口部
に一部
沖積平
野を持
つ。

山林が
河口ま
で連続。

広い沖
積平野
を持つ。

農地・市
街地形
成。

広い沖
積平野
を持つ。

農地・市
街地形
成。
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1．対象河川一覧比較表 (自然環境等)



項目
熊野江
川

沖田川 鳴子川
五十鈴
川

塩見川 赤岩川
新別府
川

清武川
加江田
川

伊比井
川

宮浦川 風田川 細田川 福島川

関係市町 延岡市 門川町
門川町
美郷町 日向市 宮崎市 日南市 串間市

流域内
人口[人]

500 33,000 7,200 － 20,000 8,000 85,000 48,000 5,000 200 150 1,200 5,500 18,000

自然環境
日豊海岸
国定公園

日豊海岸
国定公園

日豊海岸
国定公園

日南海岸
国定公園

日南海岸
国定公園

日南海岸
国定公園

日南海岸
国定公園

日南海岸
国定公園

社会環境
ひむか遊
パークう
みウララ

延岡
市街地

門川
市街地

門川
市街地

日向
市街地

市街地
開発

清武・田野
市街地
宮崎大学

河口部に
病院等
が立地

観光特急
海幸山幸

串間
市街地

歴史・
文化

熊野江神
社・神楽

伊形花
笠踊り

ひょっと
こ踊り

本野原
遺跡
舟引神楽

双石山
伊比井
神楽

宮浦神社
鵜戸参り

さとねり

風田ぼん
おどり

榎原神社
下弓田
遺跡

河川にまつわ
る文化・歴史等

水神様
伊形花
笠踊り

水神様 － －
水神
祭り

一ツ葉稲
荷神社

黒北
発電所
外所地震

外所地震
河口砂嘴
の市街地

精霊流し

河川にまつわ
る天然記念物

アカウミガ
メ及びそ
の産卵地

(県)

アカウミガ
メ及びそ
の産卵地

(市)

アカウミガ
メ及びそ
の産卵地

(市)

アカウミガ
メ及びそ
の産卵地

(県)

アカウミガ
メ及びそ
の産卵地

(県)

アカウミガ
メ及びそ
の産卵地

(県)

特徴的な
河川環境

河口干潟
塩性湿地
底生動物

蛇行
汽水域
河口砂州

渓流
甌穴群
水量が
豊富

河口干潟
汽水域

河口砂州
一ツ葉
防潮堰
宮崎港

渓流
河原
河口干潟

水量が
豊富

渓流
河原
河口干潟

自然河岸
地層露出

河口砂州
河口砂嘴
蛇行

渓流
河原
河口干潟
塩性湿地
(福島港)

環境基準
(本川の状態)

－
(AA相当)

B類型
(クリア)

A類型
(クリア) －

A類型
(クリア)

－
(A相当)

－
(AA相当)

A類型
(クリア)

AA類型
(クリア)

－
(AA相当)

－
(AA相当)

－
(AA相当)

AA類型
(クリア)

AA類型
(クリア)

河川利用 －
沖田ダム
青谷城公
園

水神様
五十鈴
川渓谷
舟方轟

潮干狩り
内水漁業

小倉ヶ浜
総合公園

－
木原河川
緑地公園
など多い

加江田
渓谷

簡易水道
サーフィン

サーフィン
授業

サーフィン
鯛取ふれ
あい公園
海水浴等

赤池渓谷
赤池の滝

その他

澪筋が
発達。底
生動物
の出現
種が豊
富

ハマボウ
群落

門川町
の都市
景観要
素

－

日向市の
都市景観
要素

コアジサシ
の営巣地

商業地
や住宅
地の開
発が活
発化

－ －

表流水
を簡易
水道と
して使
用

表流水
を簡易
水道と
して使
用

河口域
に病院
や社会
福祉施
設が立
地

砂嘴上
に古く
からの
市街地
が形成

－

1．対象河川一覧比較表 (社会環境等)
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項目
熊野江
川

沖田川 鳴子川
五十鈴
川

塩見川 赤岩川
新別府
川

清武川
加江田
川

伊比井
川

宮浦川 風田川 細田川 福島川

河口域の
平面形

直線 蛇行 湾曲 直線 湾曲 直線 直線 湾曲 湾曲 直線 蛇行 湾曲 蛇行 湾曲

河口域の
縦断勾配

1/600 1/1,500 1/700 1/800 1/2,500 1/2,500 1/3,000 1/800 1/4,400 1/400 1/350 1/330 1/2,600 1/2,200

河口域の
川幅(m)

単断面
30

複断面
150

単断面
70

複断面
150

複断面
300

単断面
40

複断面
70

複断面
250

複断面
300

単断面
50

単断面
25

単断面
30

複断面
150

複断面
200

水深の多
様性

一定
(平坦河床)

深場･浅
場

深場･浅
場

深場･浅
場

深場･浅
場

深場･浅
場

一定
(平坦河床)

深場･浅
場

深場･浅
場

一定
(平坦河床)

深場･浅
場

深場･浅
場

深場･浅
場

深場･浅
場

河床材料 礫・砂 礫・砂 礫・砂 礫・砂 砂・シルト 砂・シルト 砂・シルト 礫・砂 砂・シルト 礫・砂 礫・砂 礫・砂 砂・シルト 砂・シルト

河口砂州 開口 開口 開口 開口 開口 閉塞 開口 開口 開口 閉塞 閉塞 閉塞 開口 開口

汽水域(km) 0.9 5.2 1.2 2.6 5.0 2.6 0.3 2.0 3.5 0.8 0.8 0.8 3.0 5.0

平常時の
流れ

順流･逆流
(潮汐変動)

順流･逆流
(潮汐変動)

順流･逆流
(潮汐変動)

順流･逆流
(潮汐変動)

順流･逆流
(潮汐変動) 滞留

順流･逆流
(潮汐変動)

順流･逆流
(潮汐変動)

順流･逆流
(潮汐変動) 滞留 滞留 滞留

順流･逆流
(潮汐変動)

順流･逆流
(潮汐変動)

河口域の
現状

短い汽水
域に潮汐
変動によ
る深場・
浅場が
凝縮。

長い汽水
域に深
場・浅場
が形成さ
れ、多様
性豊か。

河床は
平坦でや
や単調な
環境。

長い汽水
域に深
場・浅場
が形成さ
れ、多様
性豊か。

長い汽水
域に深
場・浅場
が形成さ
れ、多様
性豊か。

河口閉
塞により
滞留した
長い汽水
域が広
がる。

堰上下
流で淡
水・汽水
が分断。

長い汽水
域に深
場・浅場
が形成さ
れ、多様
性豊か。

長い汽水
域に深
場・浅場
が形成さ
れ、多様
性豊か。

河口閉
塞により
滞留した
単調な汽
水域が
広がる。

河口閉
塞により
滞留した
汽水域
が広がる。

河口閉
塞により
滞留した
汽水域
が広がる。

長い汽水
域に深
場・浅場
が形成さ
れ、多様
性豊か。

長い汽水
域に深
場・浅場
が形成さ
れ、多様
性豊か。

河口域に
形成され
た典型的
な環境

開放水面
干潟
湿地

開放水面
干潟
湿地
砂丘

開放水面
干潟

開放水面
干潟
湿地

開放水面
干潟
湿地
砂丘

開放水面
湿地
砂丘

開放水面
砂丘

開放水面
干潟
湿地
ワンド
砂丘

開放水面
干潟
湿地
ワンド
砂丘

開放水面
砂丘
河畔林

開放水面
湿地
砂丘
河畔林

開放水面
湿地
砂丘
河畔林

開放水面
干潟
湿地

開放水面
干潟
湿地

魚類
（重要種数）

48
（7）

44
（6）

32
（5）

21
（3）

14
（3）

15
（1）

29
（0）

57
（10）

44
（7）

10
（2）

12
（3）

25
（3）

49
（7）

62
（10）

底生動物
（重要種数）

125
（30）

84
（20）

70
（22）

67
（14）

37
（10）

15
（2）

68
（7）

84
（24）

79
（25）

26
（3）

34
（2）

42
（3）

72
（14）

97
（21）

鳥類
（重要種数）

37
（2）

56
（4）

35
（2）

41
（5）

56
（5）

38
（3）

51
（5）

77
（11）

62
（7）

27
（1）

31
（1）

45
（7）

41
（5）

76
（12）

植物
（重要種数）

241
（4）

269
（5）

169
（2）

247
（0）

253
（9）

169
（3）

168
（0）

301
（5）

346
（8）

84
（1）

138
（1）

185
（1）

150
（2）

353
（7）
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1．対象河川一覧比較表 (河口域の特徴)
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２．対象河川の流域の特徴(熊野江川)

流
域
の
概
要

流域の
諸元

流域面積 11.4 [km2] 幹川流路
延長

5.8 [km]
流域内
人口

500 [人] 源流標高 614 [T.P.m]
河床勾配
(河口部) 1/600 河道形状

(河口部) 単断面

川幅
(河口部) 30[m]

関係市
町村

延岡市

気候 南海型気候区

地形・
地質

山地（上流）→狭い低地（下流）
四万十帯白亜紀泥岩優勢層（上～中流）

泥岩・玄武岩質火山岩類及び乱雑層
四万十帯古第三紀（下流）砂岩及び砂岩泥岩互層

河口域
の現状

汽水面、干潟、湿地、

短い汽水域に潮汐変動による深場・浅場が凝縮。

河
川
の
特
徴

自然
環境

日豊海岸国定公園

社会
環境

須美江IC、東九州自動車道、国道388号、日豊リア
スライン、ひむか遊パークうみウララ、熊野江海
水浴場、河口港

歴史・
文化

熊野江神社、熊野江神楽、水神様

河川
利用

水遊び、釣り

河川
景観

山地風景→田園風景→漁港風景
河川
環境

河口干潟、塩性湿地、底生動物（クマノエミオス
ジガニのタイプ産地）

その他
河口部の河道幅が広く、右岸は陸域の連続性が高
い。澪筋が発達。底生動物の出現種が豊富

・流域の大部分は山地。河床勾配が急。

・河口部は河道幅が広く、右岸は自然河
岸で陸域からの連続性が高い。流量規
模に対して河道幅が広く、澪筋が発達。

・底生動物の出現種が豊富（クマノエミオ
スジガニのタイプ産地）。
・河口部は熊野江海水浴場に連なる。
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２．対象河川の流域の特徴(沖田川)

流
域
の
概
要

流域の
諸元

流域面積 40.3 [km2] 幹川流路
延長

13.3 [km]
流域内
人口

33,000 [人] 源流標高 300 [T.P.m]
河床勾配
(河口部) 1/1500 河道形状

(河口部) 複断面

川幅
(河口部) 50～150[m]

関係市
町村

延岡市

気候 南海型気候区

地形・
地質

山地（上流）→低地（下流）
四万十帯古第三紀（上～中流）砂岩・泥岩
完新世（下流）礫・砂・シルト・粘土

河口域
の現状

汽水面、干潟、湿地、砂丘、砂州

長い汽水域に深場・浅場が形成され、多様性豊か。

河
川
の
特
徴

自然
環境

長浜海岸、アカウミガメ及びその産卵地

社会
環境

国道10号、延岡南IC、東九州自動車道路、JR日豊
本線、市街地

歴史・
文化

伊形花笠踊り

河川
利用

沖田ダム青谷城公園の河川プール、ピクニック広場、
沖田ダム周遊道路(トレーニングコース)、堤防での
散策・ジョギング利用、環境教室

河川
景観

山地風景→田園風景→都市風景
河川
環境

蛇行、河口砂州・砂嘴、河口干潟

その他 ハマボウ群落

・河口付近で浜川、井替川、石田川など
と合流して流下。砂州・砂嘴が発達。
・感潮区間が長い。

・津波に由来する伝統芸能（伊形花笠踊
り）が伝えられている

・海岸はアカウミガメ及びその産卵地（県
天然記念物）
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２．対象河川の流域の特徴(鳴子川)

流
域
の
概
要

流域の
諸元

流域面積 15.7 [km2] 幹川流路
延長

7.3 [km]
流域内
人口

7,200 [人] 源流標高 428 [T.P.m]
河床勾配
(河口部) 1/700 河道形状

(河口部) 単断面

川幅
(河口部) 50～70[m]

関係市
町村

門川町

気候 南海型気候区

地形・
地質

山地（上流）→低地（下流）
四万十帯古第三紀（上流）砂岩泥岩・乱雑層
完新世（下流）礫・砂・シルト・粘土

河口域
の現状

汽水面、干潟

河床は平坦でやや単調な環境。

河
川
の
特
徴

自然
環境
社会
環境

国道10号、東九州自動車道、市街地
歴史・
文化

門川神楽、尾末だんじり、水神様

河川
利用
河川
景観

山地風景→田園風景→都市風景
河川
環境

河口砂州、河口干潟

その他 河口前面に岩礁が存在。門川町の都市景観要素

・川床勾配が急。

・河口付近の中洲に鳴子川の名称の由
来となった水神様が祀られている。
・門川町の都市景観要素となっている。
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２．対象河川の流域の特徴(塩見川)

流
域
の
概
要

流域の
諸元

流域面積 41.4 [km2] 幹川流路
延長

12.3[km]
流域内
人口

20,000 [人] 源流標高
300～400 
[T.P.m]

河床勾配
(河口部) 1/2500 河道形状

(河口部) 複断面

川幅
(河口部) 50～300 [m]

関係市
町村

日向市

気候 南海型気候区

地形・
地質

山地（上流）→沖積平野（中下流）
四万十帯古第三紀（上中流）砂岩泥岩、乱雑層
完新世（下流）礫・砂・シルト・粘土

河口域
の現状

汽水面、干潟、湿地

長い汽水域に深場・浅場が形成され、多様性豊か。

河
川
の
特
徴

自然
環境

小倉ヶ浜、日豊海岸国定公園、アカウミガメ及び
その産卵地

社会
環境

国道10号、県道15号、JR日豊本線、日向市役所、
日向市駅、中心市街地

歴史・
文化

大御神社、塩見の臼太鼓踊り、永田のひょっとこ
踊り

河川
利用

内水面漁業

河川
景観

山地景観→田園景観→都市景観
河川
環境

河口砂州、河口干潟

その他 日向市の都市景観要素

・日向市の中心市街地を流下し、日向市
の都市景観要素となっている。
・感潮区間が長い。

・海岸はアカウミガメ及びその産卵地（日
向市天然記念物）
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２．対象河川の流域の特徴(赤岩川)

流
域
の
概
要

流域の
諸元

流域面積 12.5 [km2] 幹川流路
延長

6.6 [km]
流域内
人口

8,000 [人] 源流標高
300～400 
[T.P.m]

河床勾配
(河口部) 1/2500 河道形状

(河口部) 複断面

川幅
(河口部) 30～40[m]

関係市
町村

日向市

気候 南海型気候区

地形・
地質

山地（上流）→沖積平野（中下流）
中期中新世（上流）溶結凝灰岩
完新世（中下流）礫・砂・シルト・粘土

河口域
の現状

汽水面、湿地、砂丘

河口閉塞により滞留した長い汽水域が広がる。

河
川
の
特
徴

自然
環境

小倉ヶ浜、日豊海岸国定公園、アカウミガメ及びそ
の産卵地

社会
環境

国道10号、JR日豊本線、東九州自動車道、日向IC、
小倉ヶ浜総合公園

歴史・
文化

水神祭り、ひょっとこ踊り発祥の地

河川
利用
河川
景観

山地風景→田園風景→都市近郊風景
河川
環境

河口砂州・砂嘴、河口干潟

その他 河口部は砂州が発達。コアジサシの営巣地

・河口は砂州・砂嘴が発達し、閉塞傾向
にある。コアジサシの営巣地。

・海岸はアカウミガメ及びその産卵地（日
向市天然記念物）
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２．対象河川の流域の特徴（新別府川）

流
域
の
概
要

流域の
諸元

流域面積 28.4 [km2] 幹川流路
延長

10.0 [km]
流域内
人口

85,000 [人] 源流標高 120[T.P.m]
河床勾配
(河口部) 1/3000 河道形状

(河口部) 複断面

川幅
(河口部) 70[m]

関係市
町村

宮崎市

気候 南海型気候区

地形・
地質

山地（上流）→沖積平野（下流）
宮崎層群（上流）砂岩・泥岩・砂岩泥岩互層
完新世（中～下流）礫・砂・シルト・粘土

河口域
の現状

汽水面、砂丘

河床は深く常時湛水した水面が形成されている。

河
川
の
特
徴

自然
環境
社会
環境

市街地、宮崎港、一ツ葉有料道路、一ツ葉防潮堰、
県立阿波岐原森林公園

歴史・
文化

宮崎神宮、オオシラフジ、旧藤田家住宅、旧黒木
家住宅、檍(あおき)遺跡、一葉稲荷神社

河川
利用

散策、釣り

河川
景観

田園風景→市街地風景

河川
環境

その他
河口部では商業地や住宅地の開発が活発化

・流域は水源涵養林となる山地が少なく、
市街地が卓越し、流域内人口が多い。
・河口部は商業地や住宅地の開発が活発

・河口部には農地の塩害防止を目的とし
た一ツ葉防潮堰が存在。
・河床勾配が緩い。
・もともとは入り江を経て大淀川に合流

・宮崎港整備に伴い、Ｓ６２入り江を開削し
現在は宮崎港に流下。
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２．対象河川の流域の特徴（清武川）

流
域
の
概
要

流域の
諸元

流域面積 166.4 [km2] 幹川流路
延長

28.8 [km]
流域内
人口

48,000 [人] 源流標高 1,118[T.P.m]
河床勾配
(河口部) 1/800 河道形状

(河口部) 複断面
川幅

(河口部) 250[m]
関係市
町村

宮崎市

気候 南海型気候区

地形・
地質

山地(上流)→狭小な平野(中流)→沖積平野(下流)
四万十帯古第三紀（大部分）砂岩・砂礫層
完新世（下流）礫・砂・シルト・粘土

河口域
の現状

汽水面、干潟、湿地、ワンド

河床には砂州が形成され、深みや浅場のある水面
や干潟等が広がる

河
川
の
特
徴

自然
環境

木崎浜海岸、アカウミガメ及びその産卵地

社会
環境

東九州自動車道、宮崎自動車道、清武JCT、清武
南IC、清武IC、JR日豊本線、JR日南線、宮崎大学

歴史・
文化

黒北発電所、外所地震、本野原遺跡、安井息軒旧
宅、清武の大クス、船引神楽

河川
利用

荒平山森林公園、木原河川緑地公園、釣り、水遊
び、サーフィン、内水面漁業、発電

河川
景観

山地風景（上流）田園風景（中流）市街地、田園
風景(下流)

河川
環境

河口砂州・砂嘴、河口干潟

その他

・河川利用、河川水利用が多い。
・河床勾配が急。

・もともとは河口付近で隣接する加江田
川河口にて合流して流下。

・外所地震により河口部が陥没し、大き
な入り江が形成

・海岸はアカウミガメ及びその産卵地（県
天然記念物）
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２．対象河川の流域の特徴（加江田川）

流
域
の
概
要

流域の
諸元

流域面積 53.8 [km2] 幹川流路
延長

17.5 [km]
流域内
人口

5,000 [人] 源流標高 738 [T.P.m]
河床勾配
(河口部) 1/4400 河道形状

(河口部) 複断面

川幅
(河口部)

150 ～ 300
[m]

関係市
町村

宮崎市

気候 南海型気候区

地形・
地質

山地（上流）→渓谷（中流）→沖積平野（下流）
宮崎層群砂岩（上～中流）・礫岩・砂岩礫岩互層
及び乱雑層
完新世（下流）礫・砂・シルト・粘土

河口域
の現状

汽水面、干潟、湿地、ワンド、砂丘

河床には砂州が形成され深みや浅場のある水面や
干潟等が広がる

河
川
の
特
徴

自然環
境

加江田渓谷、双石山、水田地帯、日南海岸国定公
園、アカウミガメ及びその産卵地

社会
環境

JR日南線、国道220号、学園都市、住宅地

歴史・
文化

外所地震、山仮屋隧道

河川
利用

潮干狩り、遊歩道、サーフィン、内水面漁業、
キャンプ場

河川
景観

山地風景→田園風景

河川
環境

河口砂州・砂嘴、河口干潟

その他

・河川利用が多い。
・河床勾配が緩い。
・植物の出現種数が多い。

・海岸はアカウミガメ及びその産卵地（県
天然記念物）

・外所地震により河口部が陥没し、大き
な入り江が形成（島山地区の供養碑）
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２．対象河川の流域の特徴（伊比井川）

流
域
の
概
要

流域の
諸元

流域面積 14.0 [km2] 幹川流路
延長

7.5 [km]
流域内
人口

200 [人] 源流標高 738 [T.P.m]
河床勾配
(河口部) 1/400 河道形状

(河口部) 単断面

川幅
(河口部) 20～50[m]

関係市
町村

日南市

気候 南海型気候区

地形・
地質

山地（上流）→狭い低地（下流）
宮崎層群（大部分）砂岩泥岩互層
宮崎層群（河口）砂岩

河口域
の現状

汽水面、干潟、湿地、ワンド、砂丘
河口砂州による堰上げで河道内は常時湛水状態の
水面が形成されている。

河
川
の
特
徴

自然
環境

日南海岸国定公園

社会
環境

JR日南線、伊比井駅、国道220号、農地

歴史・
文化

伊比井神楽、伊比井神社

河川
利用

パドルボートスクール、（サーフィン）

河川
景観

自然河岸、山付部の河岸に地層が露出する
山地風景→田園風景

河川
環境

その他
表流水を簡易水道として使用

・流域はほぼ山地。河床勾配が急。

・自然河岸が多く、地層が露出している
場所が見られる。
・流域内人口が少なく、河口部に偏在。
・古くからサーフィン等が盛んである。
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２．対象河川の流域の特徴（宮浦川）

流
域
の
概
要

流域の
諸元

流域面積 9.7 [km2] 幹川流路
延長

5.8 [km]
流域内
人口

150 [人] 源流標高 500 [T.P.m]
河床勾配
(河口部) 1/350 河道形状

(河口部) 単断面

川幅
(河口部) 10～25 [m]

関係市
町村

日南市

気候 南海型気候区

地形・
地質

山地→狭い低地→入江（河口部）
宮崎層群（大部分）砂岩泥岩互層
宮崎層群（河口）砂岩

河口域
の現状

汽水面、湿地、河畔林、砂丘
河口砂州による堰上げで河道内は常時湛水状態の
水面が形成されている。

河
川
の
特
徴

自然
環境

日南海岸国定公園

社会
環境

国道220号、日南海岸ロードパーク、山林、サン
メッセ日南

歴史・
文化

宮浦神社(玉依姫の墓) 、鵜戸参り（鵜戸街道「日
向七浦七峠」の最後の浦）

河川
利用

サーフィン。鵜戸小中学校でサーフィン授業

河川
景観

山地風景→田園風景

河川
環境

その他
表流水を簡易水道として使用(H28年廃止予定)

・流域はほぼ山地。河床勾配が急。
・流域内人口が少なく、河口部に偏在。
・河口域の河道はＣの字に蛇行。

・鵜戸参り（鵜戸街道「七浦七峠」の最後
の浦）

・全国的にも珍しい小中学校のサーフィ
ン授業
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２．対象河川の流域の特徴（風田川）

流
域
の
概
要

流域の
諸元

流域面積 6.7 [km2] 幹川流路
延長

2.7[km]
流域内
人口

1,200 [人] 源流標高 300 [T.P.m]
河床勾配
(河口部) 1/330 河道形状

(河口部) 単断面

川幅
(河口部) 30 [m]

関係市
町村

日南市

気候 南海型気候区

地形・
地質

山地（上流）→沖積平野（下流）
宮崎層群（上～中流）砂岩泥岩互層
完新世（下流）礫・砂・シルト・粘土

河口域
の現状

汽水面、湿地、河畔林、砂丘
河口砂州による堰上げで河道内は常時湛水状態の
水面が形成されている。

河
川
の
特
徴

自然
環境

アカウミガメ及びその産卵地、風田浜、日南海岸
国定公園、砂丘、ヨシ原、草地

社会
環境

国道220号、日南海岸ロードパーク

歴史・
文化

旧伊藤家別荘、東郷古墳、狐塚古墳、風田神社、
アカウミガメ及びその産卵地（県の天然記念物）

河川
利用

（サーフィン）

河川
景観

田園風景

河川
環境

河口砂州・砂嘴
砂丘、ヨシ原、草地、河畔林

その他
河口域に病院や社会福祉施設が立地

・河床勾配が急。
・流域内人口は、河口部に偏在。

・風田海岸はアカウミガメ及びその産卵
地（県天然記念物）
・河口域に病院や社会福祉施設が立地
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２．対象河川の流域の特徴（細田川）

流
域
の
概
要

流域の
諸元

流域面積 78.7 [km2] 幹川流路
延長

16.0 [km]
流域内
人口

5,500 [人] 源流標高 783 [T.P.m]
河床勾配
(河口部) 1/2,600 河道形状

(河口部) 複断面

川幅
(河口部) 100～150 [m]

関係市
町村

日南市

気候 南海型気候区

地形・
地質

山地→低地→砂嘴地形
宮崎層群（上～中流）砂岩、泥岩乱雑層
完新世（下流）礫・砂・シルト・粘土

河口域
の現状

汽水面、干潟、湿地
河床には砂州が形成され、深みや浅場のある水面や
干潟等が広がる

河
川
の
特
徴

自然
環境

ハマボウ、虚空蔵島、男鈴山、鹿久山、大堂津海水
浴場、日南海岸国定公園

社会
環境

JR日南線、日南海岸ロードパーク、JR日豊本線、
国道220号、醸造業

歴史・
文化

虚空蔵島の亜熱帯林、榎原神社本殿、榎原神社鐘楼

河川
利用

観光特急「海幸山幸」、鯛取ふれあい公園、河川
プール、海水浴、サーフィン、マリンレジャー

河川
景観

山地風景→田園風景

河川
環境

砂州、砂嘴（河口）

その他
砂嘴上に古くからの市街地が形成（市歴史文化保存
活用重点区域）。井堰、海岸に遊歩道

・河口には砂嘴が発達。
・砂嘴上に古くからの市街地が形成。
（市歴史文化保存活用重点区域）

・大堂津海岸ではサーフィンや海水浴場
などの利用
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２．対象河川の流域の特徴（福島川）

流
域
の
概
要

流域の
諸元

流域面積 179.8 [km2] 幹川流路
延長

28 .0[km]
流域内
人口

18,000 [人] 源流標高 300 [T.P.m]
河床勾配
(河口部) 1/2200 河道形状

(河口部) 複断面

川幅
(河口部) 150[m]

関係市
町村

串間市

気候 南海型気候区

地形・
地質

山地（上流）→三角州低地やシラス台地（下流）
四万十帯第大三紀非変成、洪積世

河口域
の現状

汽水面、湿地、河畔林、砂丘

河床は平坦で浅水面や干潟等が広がる。
天神川は樋管を介した特殊な塩性湿地が成立。

河
川
の
特
徴

自然
環境

赤池渓谷、赤池の滝、志布志湾、「真萱のクス学術
参考林」

社会
環境

国道220号、JR日南線、串間駅、串間市役所、福島
港（河口港）

歴史・
文化

下弓田遺跡、石造阿弥陀三尊坐像、串間神社のス
ギ・クス、新精霊踊り・精霊流し

河川
利用

桜づつみロード、親水公園、サッカー場、グランド
ゴルフ場、灯篭流し、内水漁業、発電

河川
景観

田園風景

河川
環境

赤池渓谷、赤池の滝

その他

・河川利用、河川水利用が多い。
・河口は複雑に支川が合流。
・福島港（河口港）

・天神川は樋管を介した特殊な塩性湿
地が成立し、多種多様な植物や底生動
物が生息
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３．参考資料：河口部の形状比較
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３．参考資料：河口部の形状比較
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３．参考資料：縦断形状比較

・熊野江川、鳴子川、伊比井川、宮浦川、風田川の5河川は相対的に河床勾配が急である。

・福島川は航路維持のため河床が深く維持されている。

福島川

風田川

宮浦川

伊比井川

最深河床高の比較

新別府川

加江田川

鳴子川

熊野江川

沖田川

清武川

塩見川


